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10
月
を
迎
え
ま
し
た
。
例
年
な
ら
ス
ポ
ー
ツ

や
芸
術
活
動
な
ど
様
々
な
行
事
が
盛
ん
に
開
催

さ
れ
る
季
節
で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

町
が
開
催
す
る
行
事
の
ほ
と
ん
ど
を
中
止
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
様
々
な
活

動
が
制
限
さ
れ
、
感
染
防
止
の
た
め
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
の
生
活
と
不
自
由
な
思
い
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
28
日
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
辞

任
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
安
倍
総
理
（
当
時
）

は
「
福
島
の
復
興
な
く
し
て
日
本
の
再
生
な
し
」

と
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
被
災
地
の
復
興
の
た

め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
島
県
を
た

び
た
び
訪
問
さ
れ
、
双
葉
町
に
も
３
度
足
を
お

運
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
お
会
い
し
た

の
は
今
年
３
月
７
日
で
す
。
全
線
開
通
を
控
え

た
常
磐
線
の
試
運
転
列
車
に
安
倍
総
理
が
乗
車

さ
れ
、
双
葉
駅
の
ホ
ー
ム
に
降
り
立
ち
ま
し

た
。
私
が
町
の
復
興
状
況
を
説
明
し
、
町
へ
の

立
地
が
決
ま
っ
た
浅
野
撚
糸
株
式
会
社
の
タ
オ

ル
マ
フ
ラ
ー
を
差
し
上
げ
る
と
、
笑
顔
で
マ
フ

ラ
ー
を
首
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
日
に
行
わ

れ
た
常
磐
自
動
車
道
常
磐
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
開
通
式
の
際
に
は
、
そ
の
マ
フ
ラ
ー
を

持
っ
て
あ
い
さ
つ
に
臨
ま
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
双
葉
町
の
復
興
が
着
実
に
進
ん
で
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
心
か
ら
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
と
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
次

の
政
権
に
対
し
て
は
、
双
葉
町
の
復
興
が
滞
る

こ
と
の
な
い
様
に
切
れ
目
の
な
い
対
応
を
強
く

要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
10
月
に
日
本
列
島
を
縦
断
し
た
大

型
台
風
19
号
が
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
を
降
ら

せ
、
河
川
の
氾
濫
や
堤
防
の
決
壊
、
土
砂
崩
れ

な
ど
が
相
次
ぎ
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
中
に
は
避
難
先
で
水

害
に
遭
わ
れ
た
方
も
お
り
ま
す
。
ま
た
先
月
、

九
州
地
方
を
襲
っ
た
台
風
10
号
で
は
、
暴
風
が

吹
き
荒
れ
、
大
規
模
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
避
難
場
所
の
確
認
、
薬
、
飲
料
水
な
ど
の
備

蓄
品
や
非
常
持
ち
出
し
品
等
の
確
認
を
行
い
、

台
風
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
の
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
昨
年
は

両
竹
地
区
で
行
っ
た
野
菜
の
試
験
栽
培
が
台
風

の
影
響
を
受
け
中
断
し
ま
し
た
が
、
８
月
27
日

に
、
両
竹
地
区
農
地
保
全
管
理
組
合
の
協
力
の

も
と
、
旧
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
で
の
野
菜

の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
試
験
栽
培
を
両
竹

地
区
の
ほ
場
で
始
め
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に

８
月
30
日
に
下
羽
鳥
・
長
塚
地
区
農
地
保
全
管

理
組
合
、
上
羽
鳥
地
区
農
地
保
全
管
理
実
行
組

合
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
羽
鳥
・
長
塚
地
区
で

も
野
菜
の
試
験
栽
培
の
取
り
組
み
を
始
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
ほ
場
で
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
苗
を
植
え
付
け
し
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
コ

マ
ツ
ナ
、
コ
カ
ブ
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
収
穫
し

た
野
菜
は
、
県
に
お
い
て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
が
国
の
基
準
値
を
十
分
に
下
回
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
双

葉
町
で
も
、
営
農
再
開
に
向
け
目
に
見
え
る
形

で
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
コ
ロ
ナ
対
策
と
併
せ
て
健
康
管
理
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　９月２日、原子力損害賠償紛争審査会の鎌田薫会
長と大塚直会長代理ほか委員による双葉町内の現地
視察が行われました。
　鎌田会長らは、震災から手付かずのまま残っている
役場本庁舎を訪れ、震災直後に避難所となった町民
ホールのほか、２階フロアでは、震災当時に東京電力
から通報された内容の一部の記録を視察されました。
　その後、産業交流センターに移動し、屋上から産
業団地内などを視察し、伊澤史朗町長、佐々木清一
町議会議長と意見交換を行いました。
　意見交換会の冒頭、伊澤町長、佐々木議長から鎌
田会長へ要望書が手交され、避難の長期化に伴う精
神的損害をはじめとする中間指針の適時適切な見直
しなど被害実態に即した確実な賠償と生活再建の確
実な実現に向けて佐々木議長とともに強く要望いた
しました。

原子力損害賠償紛争審査会による現地視察が行われました

2令和２年１０月広報ふたば



双葉町では利用していない町貸与タブレット端末を回収しています。
回収しているタブレット端末は富士通製「arrows」です。

せんだんちゃんからのお願いです♪
タブレットの使い方を確認してね

町のホームページでは復興状況などを発信し
ています
タブレットを立ち上げてアクセスしてみてね

これからも
タブレットを大切
に使ってね

いいえはいはいいいえ

▲▼ ▼▲町貸与タブレット端末に関するお願いです

　町では、令和４年春頃の特定復興再生拠点区域全域の避難指示解除を目標に、帰還環境の

整備を進めているところです。

　町民の皆さまの帰還・居住に向けて、国及び町では、特定復興再生拠点区域全域の避難指

示が解除された場合に、円滑に生活を再開できるよう、ご自宅の本格的な清掃や修繕、農地

の管理、店舗や事業所等の事業再開に向けた準備作業等を進めやすくするため、町民の皆さ

ま等の宿泊を可能とする「ふるさとへの帰還に向けた準備のための宿泊」を、条件が整い次

第令和３年度中のいずれかの時期で開始すべく検討を進めております。

　詳細につきましては、改めて町民の皆さまへ、説明会や広報紙等でお知らせいたします。

「ふるさとへの帰還に向けた準備のための宿泊」について「ふるさとへの帰還に向けた準備のための宿泊」について

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

住民生活課

秘書広報課

☎０２４６－８４－５２０６

☎０２４６－８４－５２０２

「ふるさとへの帰還に向けた準備のための宿泊」について

タブレットを
使っていない

タブレットを
使う予定がない

コールセンター
☎０１２０－２７４－２８０に連絡してね

タブレットの
使い方を知りたい

ふたばアプリ：公式キャラクターふたばアプリ：公式キャラクター
せんだんちゃんせんだんちゃん

はい いいえ

タブレット端末の紛失や破損が相次いでいます。
タブレット端末は町から皆さんへの貸与品です。大切に取り扱ってください。
紛失した場合はコールセンター  ☎０１２０－２７４－２８０に連絡してく
ださい。

●

●

●

ふたばアプリ：公式キャラクター
せんだんちゃん
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エフ・ビック）エフ・ビック）が開所しましたが開所しました
　双葉町産業交流センターが、１０月１日に開所
しました。
　産業交流センターは、双葉町の復興をけん引す
る「中野地区復興産業拠点」の中核となる施設で
す。９月２０日に開業した東日本大震災・原子力
災害伝承館、復興祈念公園に隣接しており、町民
の皆さまや貸事務所に入居される企業、中野地区
に進出する企業、伝承館等への来訪者等、様々な
人々が行き交い、新たなイノベーションを創出す
ることを目指します。
　一時帰宅時の際や会合等でご利用いただけます
ので、ぜひ、お気軽にお立ち寄りください！

施 設 名 称：双葉町産業交流センター
Futaba  Business  Incubation  and  Community  Center（略称：F-BICC）

開 館 時 間：９：００～１８：００

主 な 設 備：貸事務所１８室、商業施設（フードコート、レストラン、土産物店等）、
貸会議室（大・中・小）、駐車場約２６０台

所 在 地：福島県双葉郡双葉町大字中野字高田１番地１

休 館 日：年末年始（１２／２９～１／３）

問い合わせ先：☎０２４０－２３－７２１２

施設の概要

■フロア図

■交通アクセス
　ＪＲ双葉駅からは約２．５kmの距離がありますが、
　①電車に接続するバス（１０月開始予定）
　②カーシェアリング（ホンダ Every Go）
　　※事前会員登録要
　③ 共有で気軽にお使いいただける自転車（シェアサイクル）
をお使いいただけます。
　双葉駅は特急３往復、普通列車１１往復が停車し、エレベー
ターも完備するなど便利にお使いいただけます。
　ぜひ公共交通機関を利用してご来場ください。

■公共交通機関

エフ・ビック）が開所しました
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双葉町産業交流センター（双葉町産業交流センター（Ｆ－ＢＩＣＣＢＩＣＣ

　福島県が整備を進めておりましたアーカイブ施
設「東日本大震災・原子力災害伝承館」が９月２０
日に開業しました。震災の記憶や記録を伝承する貴
重な資料が多く展示されているほか、町民の方を含
め、多くの方が語り部として活動されています。
　産業交流センターと伝承館では相互連携を図りな
がら、双葉町へ人の流れを創出していきます。

会議室 収容人数 面　積 使用料／１時間（１日）

小会議室  １２ ２８.８４㎡ ３００円（２,４００円）

中会議室  ２４ ６０.５６㎡ ６００円（４,８００円）

大会議室 １２０ ２２４.１０㎡ ２,１００円（１６,８００円）

・会議室の利用には事前予約が必要ですので、お電話等でお問い合わせください。
・大会議室は３分割での使用も可能です。（分割利用時は使用料も１／３、２／３となります）
・上記の収容人数はスクール形式での収容人数です。
　収容人数はレイアウトにより異なりますので、詳細は施設にお問い合わせください。

※メニュー・料金等は、今後、町公式ホームページやタブレット等でお知らせします。

・両面ホワイトボード、プロジェクター、スクリーン、スタンドマイク　ほか
　詳細はお問い合わせください。

【主な備品】

１階フードコート ２階レストラン
席 数 約８０席 約５０席
店 舗 名 ペンギン せんだん亭 レストラン　エフ

営業時間 １０：００～１６：００ １１：００～１４：００ １１：３０～１５：００
ラストオーダー　１４：３０

メニュー ハンバーガー、ソフトクリー
ムなどファストフード各種

なみえ焼そば、ラーメンなど
の麺類

日替りランチ定食（洋・和）、
カレー、麺類、パスタ、牛丼
など

お店から

の一言ＰＲ

双葉駅前にあった「ペンギン」
が双葉町産業交流センターに
復活します。
お楽しみに！

浪江町の仮設商店街「まち・
なみ・まるしぇ」から移転、開
業となります。Ｂ－１グランプ
リで知名度が全国区となった
本場の「なみえ焼きそば」を
中心に、段階的に本格的ラー
メン、全国のご当地グルメな
どを提供する予定です。

福島県産品にこだわった日
替わりの洋食ランチ、和食
ランチをおすすめのメインメ
ニューとし、デザートとお飲み
物を添えてご提供いたします。
その他、サイドメニューのご
用意もしております。

東日本大震災・原子力災害伝承館が９月２０日にオープンしました

大会議室大会議室

■バラエティ豊かな３つの飲食店がオープンします。ぜひご賞味ください！

■会議室がご利用いただけます！

大会議室

双葉町産業交流センター（Ｆ－ＢＩＣＣ／
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で
は
、
７
月
10
日
に
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
除

草
剤
散
布
が
、
農
地
保
全
管
理
活
動
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
に
は
、
復
興
の
先
駆
け
と
な

る
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
に
関
し
、
自

動
車
な
ど
の
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
開
発

等
に
取
り
組
む
株
式
会
社
双
新
電
子
、
及

び
バ
ス
事
業
や
旅
行
業
等
に
取
り
組
む
東

北
ア
ク
セ
ス
株
式
会
社
と
企
業
の
立
地
に

関
す
る
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。 

　

立
地
さ
れ
る
企
業
と
と
も
に
、
復
興
ま

ち
づ
く
り
の
本
格
化
に
、
よ
り
一
層
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

７
月
17
日
、
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
と
位
置

付
け
、
福
島
県
が
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
、
国
道
６
号
か
ら
東
側
の
県
道
長
塚

請
戸
浪
江
線
、
約
２
．１
㎞
が
開
通
い
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
は
、

首
都
圏
や
関
西
圏
等
の
大
都
市
で
再
び
増

加
し
、
全
国
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
拡
大
地
域

へ
の
不
要
不
急
の
移
動
を
控
え
る
な
ど
慎

第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

６
月
定
例
会
以
降
の 行 

政 

報 

告

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
９
月
20
日
に
開
館
す
る
東
日
本

大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
等
が
立
地

す
る
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
、
人
々
の
交

流
を
活
発
に
し
、
町
の
復
興
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
全
町
避
難
か
ら
10
年

目
と
な
り
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
内

の
立
入
規
制
の
緩
和
が
実
施
さ
れ
、
町
立

学
校
施
設
等
の
除
染
も
終
了
し
た
こ
と
か

ら
、
８
月
22
日
、
23
日
の
２
日
間
、
町
内

の
小
中
学
校
、
幼
稚
園
に
残
さ
れ
た
私
物

の
取
り
出
し
を
、
震
災
当
時
の
児
童
生

徒
、
園
児
と
保
護
者
な
ど
を
含
め
２
０
９

名
が
参
加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
と
熱
中
症
予
防
対
策
を
十
分
に
行

い
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

重
な
行
動
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
身

体
的
距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

洗
い
な
ど
の
手
指
衛
生
や
「
密
閉
・
密
集
・

密
接
」
の
「
３
つ
の
密
」
を
避
け
る
な
ど

の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
に
よ
る

感
染
拡
大
防
止
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
の
状
況
か
ら
、
毎
年
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
「
双
葉
町
敬
老
会
」「
町
政
懇

談
会
」
等
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
安
全
確
保
の
た

め
、
今
年
度
は
残
念
な
が
ら
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
下
羽
鳥
・
長
塚
地
区
農
地

保
全
管
理
組
合
及
び
上
羽
鳥
地
区
農
地

保
全
管
理
実
行
組
合
が
、
耕
作
再
開
モ

デ
ル
ゾ
ー
ン
内
の
除
染
後
農
地
の
除
草
・

耕
起
な
ど
の
保
全
管
理
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
竹
地
区
農
地
保
全
管
理
組
合

行
政
報
告

－

幼
稚
園
・
小
中
学
校
で
の

私
物
取
り
出
し

－

－

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

－

－

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の

企
業
立
地
協
定
締
結

－

－

双
葉
町
農
地
保
全
管
理
組
合

－

－

復
興
シ
ン
ボ
ル
軸

－

国道６号と復興シンボル軸の交差点に
信号が設置された時の様子

両竹地区農地保全管理組合
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　町内での営農再開と町民の方が帰還後に野菜作りに取り組める環境整備の一環として野菜の
試験栽培が始まりました。今回作付けされたのは、コマツナ、ホウレンソウ、キャベツ、ブロッ
コリー、コカブの５品目です。両竹地区に３カ所、下羽鳥・長塚地区に２カ所、上羽鳥地区に
２カ所の計７カ所に実証用のほ場を設け、各地区の農地保全管理組合がそれぞれの実証ほに５
品目の野菜を丁寧に作付けしました。１０月中旬頃から順次収穫・検査が行われる予定で、今
回の結果を今後の営農再開に向けた取り組みに生かしていきます。

～ ～ 双葉町農地保全管理組合の取り組み 双葉町農地保全管理組合の取り組み ～

【問い合わせ先】　生活支援課　 ☎ ０２４６－８４－５４１９

両竹地区
農地保全管理組合

８月２７日

　毎年年末に、町民の皆さまへ配送してお
ります生活物資につきまして、今年も避難
世帯ごとに「ゆうパック」において１２月
中の配送を予定しています。
　お届け先は、原則として町に届出のある
避難先としていますが、例年「保管期間満
了」や「あて所なし」で多くの生活物資が
配送されず戻ってきています。

　このため、７月に往復はがきで実施した
生活物資支援意向確認でご希望のあった世
帯に配送します。
　なお、「意向確認の回答はがき」を出し
忘れている方は、１０月１６日（金）までに
提出いただくか、または生活支援課までご
連絡ください。（１０月１７日以降は受付い
たしません）

生活物資支援事業のお知らせ

上羽鳥地区
農地保全管理実行組合

前日の準備の様子前日の準備の様子

８月３０日

営農再開に向けた試験栽培が始まりました営農再開に向けた試験栽培が始まりました
～ 双葉町農地保全管理組合の取り組み ～

前日の準備の様子

下羽鳥・長塚地区
農地保全管理組合

８月３０日

前日の準備の様子前日の準備の様子前日の準備の様子

営農再開に向けた試験栽培が始まりました
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区　　分
申込者数 第１次試験受験者数 第１次試験合格者数 最終合格者数 採用者数
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

行　政　職 15 4 14 4 8 4 6 3 6 3
土　木　職 10 0 7 0 4 0 3 0 2 0
保　健　師 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3
管理栄養士 0 2 0 2 0 1 0 1 0 0
合　　　計 25 9 21 9 12 8 9 7 8 6

定年退職 普通退職 死亡退職 懲戒免職 計
人      数 3 7 0 0 10

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31 年度

一般行政職 95.7 95.1 92.5 90.2

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休息時間 休憩時間

38時間45分 8：30 17：15 廃止 12：00～13：00

区　　分 職員数 対前年
増減数部　　門 平成31年 令和 2 年

一般行政

議 会 2 2 0
総 務 45 46 1
税 務 5 5 0
農林水産 4 5 1
商 工 2 1 ▲ 1
土 木 13 13  0
民 生 6 5 ▲ 1
衛 生 4 7 3
計 81 84 3

教　　育 11 10 ▲ 1
一般行政＋教育 92 94 2

特別会計
下 水 道 1 1 0
そ の 他 4 4 0
計 5 5 0

合　　計 97 99 2

年　度 時間外・休日勤務総時間 職員一人あたりの平均時間
平成31年度 １６，３９７時間 １８０時間
平成30年度 １０，９８６時間 １３３時間

男　性 女　性
新たに育児休業を取得した者 0 1
前年度から引き続いている者 0 1

年　度 総付与日数（日） 総使用日数（日） 全対象職員数（人） 平均使用日数（日） 取得率（%）

平成31年度 2,611 850 78 10.9 32.6%
平成30年度 2,580 865 77 11.2 33.5%

処　分　事　由 降任 免職 休職 降給 計
勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 0
心身の故障の場合 0 0 0 0 0
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0
刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0

１．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の勤務時間、勤務条件及び服務の状況

３．職員の分限及び懲戒処分の状況

（２）職員の退職の状況

（５）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）の状況

（４）部門別職員数の状況

（１）採用候補者試験・職員選考の実施状況（平成 31年度実施）

（平成 31年 4月 1日～令和 2 年 3月 31 日）

（１）職員の勤務時間（平成 31年 4月 1日現在）＜標準的なもの＞

（注）「ラスパイレス指数」は、国家公務員の給料を１００とした場合の町職員の給与水準を示したものです。

（注）地方公務員法第 28 条第 1項及び第 2項

（注）定員管理調査における職員数です。

（注）特別職、管理職は除く。

（各年 4月 1日現在）

（３）時間外勤務及び休日勤務等の状況（平成31年 4月 1日～令和2年 3月 31日）

（２）年次有給休暇の取得状況（平成 31年 1月 1日～令和元年12 月 31 日）

（単位：人）

部　　局 定　　数 職  員  数 差　　引
町長事務部局 92 91 ▲ 1
議会事務部局 2 2 0
農業委員会事務部局 　1（3） 　1（3） 0
教育委員会事務部局 15 11 ▲ 4
選挙管理委員会事務部局 （3） （3） （0）
監査委員事務部局 （2） （2） （0）

合　　計 110 105 ▲ 5
（8） （8） （0）

（３）職員の定数の状況（令和 2年 4月 1日現在）

（注）（　）内は兼務職員数です。

（単位：人）

（単位：人）

（４）育児休業の状況（平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31 日）（単位：人）

（１）分限処分者数（平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31 日）　 （単位：人）

双葉町の人事行政の運営等の状況の公表
双葉町における「人事行政の運営等の状況」を条例に基づきお知らせいたします。
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処　分　事　由 戒告 減給 停職 免職 訓告 厳重注意 計
法令、条例等に違反した場合 0 0 0 0 0 0 0
職務上の義務に違反し、又は職務を怠つた場合 0 0 0 0 0 0 0
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0 0 0 0 0 0 0

（注）地方公務員法第 29 条第 1項

（２）懲戒処分者数（平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31 日）　 （単位：人）

【問い合わせ先】 総務課　行政係 ☎０２４６－８４－５２０１

５．職員の研修状況

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

４．職員の服務の状況

（１）健康診断の状況

（平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31 日）

（平成 31 年 4月 1日～令和 2年 3月 31 日）

（２）職員健康増進事業（平成 31年度分）

（平成 31 年 4月 1日～令和 2年 3月 31 日） （単位：人）

研　修　・　講　座　名 研修場所（主催） 実施年月 実施日数 受講者数
新規採用職員前期研修 ふくしま自治研修センター 平成３１年   ４月～   ５月 ５日 ５名
新規採用職員後期研修 ふくしま自治研修センター 令和元年   ９月～１１月 ５日 ４名
新任係長研修 ふくしま自治研修センター 令和元年   ７月～   ８月 ３日 １名
新任課長研修 ふくしま自治研修センター 令和元年   ７月～   ８月 ２日 １名
人事評価講座 ふくしま自治研修センター 令和元年   ５月～   ８月 １日 ２名

健康診断の種類 受診者数（人） 健康診断の種類 受診者数（人）
胃がん 57 腹囲測定 157
血圧測定 157 聴力検査 157
心電図検診 156 前立腺がん検診 53
眼底検査 143 人間ドック 36
尿検査 157 脳ドック 26
大腸がん検診 128 子宮がん予防検診 25
血液検査 156 乳がん予防検診 31
胸部Ｘ線検査 154 延べ受診者数 1，593

事　業　名　称 受診者数・受講者数
ストレスチェック（計２回） 全職員
個別面談（計１回） 全職員
市町村派遣職員等メンタルヘルス研修 １３名

区　分 内　　　容 地方公務員法 違反者数
服務の宣誓 職員は、条例の定めるところにより、服務の宣誓をしなければならない 第３１条 0
命令に従う義務 職員は法令に従い、かつ、上司の職務命令にしたがわなければならない 第３２条 0
信用失墜行為の禁止 職員は職の信用を傷つけ、又は職の不名誉になるような行為をしてはならない 第３３条 0

秘密を守る義務 職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様
とする 第３４条 0

職務に専念する義務 職員は勤務時間中、職務に注意力の全てを用い、職務にのみ専念しなければ
ならない 第３５条 0

政治行為の制限 職員は政党その他の政治的団体の結成に関与するなど、政治活動等をしては
ならない 第３６条 0

争議行為等の禁止 職員はいわゆるストライキ等をしてはならない 第３７条 0

営利企業等従事制限 職員は任命権者の許可なく、営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得
ていかなる事業にも従事してはならない 第３８条 0

合　　　計 0

７．勤務条件に関する措置の要求の状況
（平成 31 年 4月 1日～令和 2年 3月 31 日）

継 続 件 数 措 置 要 求 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４６条の規定に基づく職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する措置の要求

８．不利益処分に関する不服申立の状況
（平成 31 年 4月 1日～令和 2年 3月 31 日）

継 続 件 数 不 服 申 立 件 数
0 0

（注） 地方公務員法第４９条の２第１項の規定に基づき、職員の懲戒その他その意に反する
不利益な処分に対する審査請求又は異議申立て
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　８月２２日、２３日の両日、双葉町内の幼稚園・小中学校において、震災当時在園・在学し

ていた園児・児童・生徒と、その保護者の希望者による私物取り出しが行われました。今年の

３月に意向調査を実施しており、今回の取り出しに参加できなかった希望者については１０月

以降に取り出しを実施する予定です。

～ 町内幼稚園・小中学校私物取り出し ～
９年５カ月ぶりの「おかえりなさい」９年５カ月ぶりの「おかえりなさい」

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で

記
念
撮
影

偶
然
、
同
級
生
に

会
え
ま
し
た

保
護
者
の
手
作

り
の
お
道
具
箱

が
残
っ
て
い
ま

し
た

机
の
中
に
は

思
い
出
が
沢

山
詰
ま
っ
て

い
ま
し
た

家
族
で
思
い
出

話
に
花
が
咲
き

ま
す

裁
縫
道
具
を
発
見

当
時
フ
ァ
イ
ル
カ

バ
ー
を
製
作
し
て

い
ま
し
た

昔
の
作
品
を

見
つ
け
て
、

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
撮
影

教
室
に
は
保
護

者
の
方
々
の
思

い
出
も
詰
ま
っ

て
い
ま
し
た

双
葉
北
小
学
校

双
葉
中
学
校

双
葉
南
小
学
校

ふ
た
ば
幼
稚
園

９年５カ月ぶりの「おかえりなさい」
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　双葉町では、令和３年度双葉町立ふたば幼稚園の入園児を募集します。多くの園児の姿が見
られることを心待ちにしております。

【提出及び問い合わせ先】 教育委員会　教育総務課
〒974－8261 いわき市植田町中央１－１６－１３　エムケービル２階

☎０２４６－８４－５２１０

３歳児 平成２９年４月２日～
平成３０年４月１日に生まれた幼児

４歳児 平成２８年４月２日～
平成２９年４月１日に生まれた幼児

５歳児 平成２７年４月２日～
平成２８年４月１日に生まれた幼児

福島県いわき市錦町御宝殿５６

① 入園料
② 授業料
③ その他：給食・教材費等

いずれも無償です。｝

１０月１日（木）～１０月３０日（金）　（８時３０分から１７時１５分まで）
１１月以降も随時入園申し込みを受付けます。

右表のとおり

※③については町により一部補助されます。
　 入園を希望される方は、問い合わせ先にご連絡ください。「入園申請書」をお送りしますので、記入・
押印のうえ提出をお願いします。申請書は、町公式ホームページからもダウンロードできます。

令和３年度令和３年度 ふたば幼稚園入園のご案内ふたば幼稚園入園のご案内ふたば幼稚園入園のご案内

入園資格◆
経 費◆

提出期間◆

所 在 地◆

令和３年度

第７回  市町村対抗福島県ソフトボール大会回  市町村対抗福島県ソフトボール大会第７回  市町村対抗福島県ソフトボール大会回  市町村対抗福島県ソフトボール大会第７回  市町村対抗福島県ソフトボール大会

選手の皆さんへ選手の皆さんへ

声援をよろしく声援をよろしく

お願いしますお願いします！

開 会 式：新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止◆
会　　場：相馬光陽ソフトボール場（相馬市）◆
試　　合：１０月１１日（日）　　９：００～

 同会場　Ｃ球場
◆

対戦相手：１回戦対棚倉町
（※一回戦勝利した場合）
２回戦対小野町

◆

選手の皆さんへ

声援をよろしく

お願いします！

－  選手名簿（敬称略）－

No. 位　置 氏　名
1 監　督 榎内　　宏　
2 コーチ 天野　錦二
3 コーチ 渡辺　浩美
4 主　将 井戸川義広
5 投　手 吉田　佳次
6 投　手 大谷内　俊
7 捕　手 木幡　和清

No. 位　置 氏　名
8 内野手 里見　　淳　
9 内野手 谷津田淳之
10 内野手 加藤　裕樹
11 内野手 青田　隆志
12 内野手 伊藤　雅明
13 外野手 井戸川悠太
14 外野手 石澤　拓也

No. 位　置 氏　名
15 外野手 門馬　雄介
16 外野手 佐藤　祐司
17 外野手 加藤　克美
18 外野手 加藤　秀樹
19 外野手 鵜沼　浩二
20 外野手 石上　　崇　
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　例年、将来の双葉町を担う小、中、高校生及び保護者の皆さまに再会の機会を

設け、双葉町民としての意識や自覚を持ち、絆の維持に努めることを目的として

「集まれ！ふたばっ子」を開催しております。

　今年度については、広報８月号でご案内させていただきましたが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響を考慮し、令和２年１１月２１日（土）、２２日（日）での開

催を予定し、準備を進めてまいりました。しかし、新型コロナウイルス感染症の

拡大防止対策、特に人の移動に伴う感染拡大リスクを払拭することが困難であ

ると判断し、今年度の開催は見送ることを決定いたしましたのでお知らせいた

します。

　参加を検討されておられた皆さまには大変申し訳ございませんが、ご理解の程

よろしくお願いいたします。

　また、来年度「集まれ！ふたばっ子」が開催された際には是非ご参加いただき

ますよう併せてお願い申し上げます。

【問い合わせ先】　教育委員会　教育総務課　☎０２４６－８４－５２１０

「集まれ! ふたばっ子２０２０」中止のお知らせ「集まれ! ふたばっ子２０２０」中止のお知らせ「集まれ! ふたばっ子２０２０」中止のお知らせ

　令和元年度の個人県民税の納付実績
が優良であることから、福島県から町
への知事感謝状が贈呈され、８月１７
日にいわき事務所において、宇佐見明
良県相双地方振興局長から伊澤史朗町
長へ感謝状が伝達されました。

福島県知事より感謝状
－個人県民税－

　多年に渡り双葉町教育委員
会教育委員として教育行政に
尽力したとして、大久保敏己
さんが福島県市町村教育委員
会連絡協議会より表彰され、
8 月２１日にいわき事務所に
おいて　下明夫双葉町教育委
員会教育長より表彰状が伝達
されました。

大久保敏己さん（山田）に表彰状
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　９月１日から双葉町復興支援員として勤務しております、森
文香（もりふみか）と申します。双葉町の広報物の制作や、町
民の皆さまのコミュニティ支援などの業務を担当させていただ
きます。
　私は岐阜県出身で、大学時代は愛知県に避難してきた小学生
を対象に、夏はキャンプ、冬はクリスマス会を主催するボラン
ティア活動を行っていました。被災地から離れた地域に住んで
いた私ですが、この経験から震災や復興を身近に考えるように
なりました。

～ ９月１日に委嘱状を交付した双葉町復興支援員を紹介します ～

双葉町復興支援員

森　文 香
（通称ふたさぽ・ONE福島所属）

復興支援員紹介復興支援員紹介

温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます* * * * * *
　阪神・淡路大震災で被災し、被災した各地の復興支援に取り組む神戸市在住の建築士

曺弘利（チョホンリ）様より、震災後の双葉町を描いたスケッチ集「町の記憶　双葉町

２０１１．３．１１～」の原画が町に寄贈されました。贈られた原画は今後、コミュニティー

センター連絡所の廊下の展示スペースに展示する予定です。スケッチ集は現在、いわき事

務所、ＪＲ双葉駅旧駅舎、町民交流施設ふたぱーく（いわき市）に設置しているほか、町

貸与のタブレットの「ふたばアプリ」の日めくりカレンダーでも紹介しています。

温かいご支援をありがとうございます

　町民の皆さまには教えていただくことも多い
と思いますが、いち早く双葉町に貢献できるよ
う努めてまいりますので、どうぞよろしくお願
いいたします。

復興支援員紹介
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　国民健康保険と後期高齢者医療保険にご加入の方へ、有効期限が令和３年２月２８日の免
除証明書を避難先住所へ送付いたしました。
　１０月１日以降は今回送付した免除証明書を、医療機関窓口で保険証等と一緒に提示して
ください。免除証明書の提示がない場合や有効期限が切れた免除証明書を提示した場合、被
災証明書を提示した場合には、医療費一部負担金の免除を受けることはできませんので、ご
注意ください。

　介護保険利用者負担額減額・免除認定証（有効期限：令和３年２月２８日）を介護サービ
ス利用者の皆さまへ送付いたしました。１０月１日以降は介護保険被保険者証及び介護保険
負担割合証と併せて、今回送付した介護保険利用者負担額減額・免除認定証をサービス利用
事業者へ提示ください。

　今回送付予定の免除証明書の色と大きさは下記のとおりです。

　今回送付予定の免除証明書の色と大きさは下記のとおりです。

※ 入院時食事療養費、入院時生活療養費の自己負担分および柔道整復（接骨院等）・あん摩・マッサージ・
はり・きゅう師等の施術費、治療用装具費は免除の対象ではありませんので、自己負担金が発生します。
また、保険外診療分についても自己負担となります。

健康保険の種類 色 大きさ

国民健康保険 オレンジ色 保険証と同じ大きさ（縦５．５㎝×横８．６㎝）

後期高齢者医療保険 ピンク色 Ａ４用紙（縦２９．７㎝×横２１㎝）

名　　称 色 大きさ

介護保険利用者負担額減額・
免除認定証 黄色 介護保険負担割合証と同じ大きさ

（縦１２．７㎝×横１８．４㎝）

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

健康福祉課　国保年金係

健康福祉課　福祉介護係

☎０２４６－８４－５２０５

☎０２４６－８４－５２０５

医療費一部負担金等免除証明書について
【国民健康保険および後期高齢者医療保険にご加入の方】

介護保険利用者負担額減額・免除認定証について

令和２年度　行政相談週間
　１０月１９日（月）から２５日（日）までの一週間は「行政相談週間」です。
　行政相談は、役所（国、県及び市町村）などの仕事に関して、苦情や困っ
ていること、心配なこと、要望したいことなどについて相談に応じ、その
解決をお手伝いするものです。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】 ☎０９０－４８８４－０７５３

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

山本　一弥さん（石熊）
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フレイル対策
　フレイルとは、加齢に伴って心と体の働きが弱くなってきた状態をいい、要介護状態になる前段

階と位置付けられています。フレイルは、健康な状態に戻ることができる状態です。早めに気付い

て、適切な取り組みを行うことが大切です。

食事は活力の源です。１日３食、バランスのいい食事を摂りましょう。

①脳卒中や心筋梗塞のリスクが上がる

　栄養が足りなくなると、血管が弱くなって動脈硬化を起こしやすくなります。

④認知症を起こしやすい

　脳の栄養不足が脳の認知機能に影響すると言われています。

③死亡のリスクが１.５倍になる

　 栄養状態が悪くなり一定の水準を下回ると、死亡リスクは１.５倍になるということが

わかっています。

②免疫力が低下する

　免疫力や抵抗力が下がり、インフルエンザや肺炎などの感染症にかかりやすくなります。

・おいしく食事が食べられなくなった

・疲れやすく、何をするのも面倒になった

・体重が以前よりも減ってきた

・栄　　養： バランスのとれた食事を３食しっかり

摂りましょう。

・社会参加： 趣味などで外出することはフレイル予防に有効です。

　料理が大変な時は、市販の総菜や缶詰、レトルト食品を活用してみましょう。また、色々

な食品を組み合わせることで必要な栄養素をまんべんなく摂ることができます。

　たんぱく質の摂取量が少なくなると筋肉量が減少します。また、高齢の方は筋肉のたんぱ

く質合成が遅くなるため、たんぱく質をより多く含む食品を摂ることが大切です。

　牛乳やヨーグルト、チーズなどは手軽にたんぱく質が摂れるだけではなく、カルシウムや

ビタミンＤの栄養素が含まれるため、丈夫な骨や筋肉の合成を促してくれます。

・身体活動： ウォーキングやストレッチで、今より

１０分多く体を動かしましょう。

＊フレイル以外にも低栄養がいけない理由があります＊

フレイル予防のための食事の摂り方

主食・主菜・副菜を組み合わせて食べましょう

肉、魚、卵などのたんぱく質を意識して摂りましょう

牛乳や乳製品も積極的に摂りましょう

こんな傾向はフレイルかもしれません！

フレイル予防の３つのポイント！

１

２

３

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５

参考：令和元年度食事摂取基準を活用した高齢者のフレイル予防事業　厚労省ＨＰ、フレイル予防　東京医師会ＨＰ
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　「インフルエンザウイルス」は主に飛沫感染でうつります。感染すると、３８℃
以上の発熱、頭痛や関節・筋肉痛などの全身症状が急に現れ、高齢の方や慢性疾
患を持つ方は肺炎を伴うなど重症化する恐れがあります。

双葉町に住民票がある方で、次のいずれかに該当する方
①接種日の時点で満６５歳以上の方。
② 接種日の時点で満６０歳以上６５歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に重度の障がい（身体障がい者１級程度）がある方。

・インフルエンザ予防接種は義務ではなく、ご本人が希望して受けるものです。
・接種回数は年１回です。２回目を希望される場合は全額自己負担となります。
・事前に医療機関に予約してください。
・ 受診の際は、新型コロナウイルス感染症にも留意し、マスクの着用・手指の消毒・混雑を避け
る、などの感染症対策をお願いします。
・「高齢者インフルエンザ予防接種の通知が届かない」「紛失した」などの際は健康福祉課
　☎0246－84－5205までお電話ください。

対 象 者

令和２年１０月１日～１２月３１日（この期間以外の接種は自己負担となります）接種期間

注意事項

双葉町では、高齢者インフルエンザ予防接種の費用を助成します

双葉町では、今年度も小児インフルエンザ予防接種費用の一部を助成いたします。

※「助成申請書」は、町公式ホームページからダウンロードできます。郵送も可能ですので、ご連絡下さい。

対 象 者 双葉町に住民票がある生後６カ月～中学３年生の方
助 成 額 ２，０００円／１回　（差額分は自己負担となります）

助成回数 ・生後６カ月～１３歳未満･･･２回　　・１３歳以上～中学３年生･･･１回

接種期間 令和２年１０月１日～令和３年１月３１日（この期間以外の接種費用は自己負担となります）

接種方法
と

手続き方法

①医療機関に予約し、接種してください。
　なお、接種については保護者の同意が必要ですので、同伴で医療機関を受診してください
②接種費用は全額支払い、領収証を受け取ってください。（費用は医療機関により異なります）
③１回につき２,０００円を上限に助成しますので、「助成申請書」※で町に申請してください。
　 申請の際には、必ず領収書と接種を受けた証明となる予診票または母子手帳（予防接種の記
録欄）のコピーを添付してください。

　申請期間は令和３年２月末までですので、ご注意ください。

備 考
・医療機関の予診票をお使い下さい。
・ 小児インフルエンザ予防接種は任意の予防接種で、法律上の義務はありません。ご希望
の際は、医師と相談のうえ実施してください。

令和２年度

インフルエンザとは

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５

令和２年度令和２年度

小児インフルエンザ予防接種費用を助成します
インフルエンザ予防接種を受けましょうインフルエンザ予防接種を受けましょうインフルエンザ予防接種を受けましょう

令和２年度

避難先自治体にお問い合わせいただき、自治体の接種方法に従って接種してください。
自己負担金が生じた場合は、送付された助成申請書で令和３年２月末日までに手続きをしてください。
 福島県内の医療機関での接種を希望される場合は、予診票を送りますので双葉町健康福祉課までご連
絡ください。

 福島県外にお住まいの方

接種方法
送付された「高齢者インフルエンザ予防接種予診票」を持参し、接種してください。（無料）・

・
・
・

 福島県内にお住まいの方

双葉町高齢者インフルエンザ予防接種の助成について双葉町高齢者インフルエンザ予防接種の助成について双葉町高齢者インフルエンザ予防接種の助成について
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令和２年１０月１日から令和２年１０月１日から
ロタウイルスワクチンが定期接種になりますロタウイルスワクチンが定期接種になります

　乳幼児期（０～６歳ごろ）にかかりやすく、感染すると２～４日の潜伏期間（感染か
ら発病までの期間）のあと、突然の激しい嘔吐と、白っぽい水のような下痢を繰り返す
のが特徴的で、発熱を伴うこともあります。
　ロタウイルスは感染力が強く、ごくわずかなウイルスが体内に侵入しても感染するた
め、乳幼児のうちにほとんどの子どもが感染します。多くの場合は特に治療を行わなく
ても自然に１週間程度で回復します。しかし、脱水症状が強い場合や合併症を併発した
場合には、輸液や入院が必要となることがあります。そのため、ロタウイルスワクチン
の定期接種を受け、感染予防・重症化予防することが大切です。

・ 出生届時、ロタウイルスワクチンの予診票を３枚お渡ししますが、ロタリックス
　（１価ワクチン）を接種される場合は、余った１枚は破棄ください。

・ 事前に医療機関に予約してください。

・ 福島県外にお住まいの方は、避難先自治体にお問い合わせいただき、自治体の
接種方法に従って接種してください。

接種対象：令和２年８月１日以降に生まれたお子さん

　接種期間と回数

＊ 令和２年９月３０日以前に接種された方、または令和２年７月３１日以前に
生まれたお子さんは、任意接種となりますので、ご注意ください。自己負担
となりますが、これまでと同様に助成の対象となります。

注１．ロタウイルスワクチンは２種類あります。どちらかを接種してください。
注２．必ずワクチンの種類は統一して受けてください。
注３． 安全性の観点から１回目の接種は生後６週から生後１４週６日までに行うことが
　　　推奨されています。

ワクチンの種類
＊注１、2

対象年齢および接種期間
＊注３

回 数 接種方法 前回接種日との
間隔

ロタリックス
経口弱毒生ヒトロタウイ
ルスワクチン（１価）

生後６週～２４週 ２回

経口接種 ４週間以上
ロタテック
５価経口弱毒生ロタウイ
ルスワクチン（５価）

生後６週～３２週 ３回

ロタウイルスとは

対象者

接種方法

注意事項

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４６－８４－５２０５

ロタウイルスワクチンが定期接種になります
令和２年１０月１日から
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上手な医療のかかり方
　近年、夜間の時間外受診や休日受診が増加してきています。このままでは、一刻を争う

急病人が後回しにされてしまったり、医療従事者の過剰労働が起こるなどの問題がありま

す。必要な人が安心して医療が受けられるように「上手な医療のかかり方」を知って、で

きることから始めていきましょう。

　健康に関することを何でも相談でき、必要な時は専門の医療機関を紹介してくれる、

身近にいて頼りになる医師のことを「かかりつけ医」とよびます。

　日ごろの皆さんの健康状態を知っていて、気軽に相談ができるかかりつけ医がいれ

ば、早めの対策をとることができ、重症化を防ぐことにつながります。

上手にかかりつけ医を持ちましょう

参考：厚労省ＨＰ「上手な医療のかかり方」、日本医師会ＨＰ「かかりつけ医を持ちましょう」、東京都医師会ＨＰ「かかりつけ医とは」

１

２

３

４

５

適切な他の医療機関を紹介
　入院や高度な検査が必要になった場合、診療科の異なる医師にかかりたい場合にも適

切な医療機関を紹介してくれます。

健康診断・健康相談
　定期的な健康診断や予防接種、高血圧や糖尿病などの慢性的な病気の診察を行って

います。その他、健診結果の指導や相談にも応じてくれます。

介護保険の主治医意見書
　介護保険が必要になった場合、行政に申請を行い、かかりつけ医が主治医意見書を

書きます。それをもとに、介護がどの程度必要かを介護認定審査会で話し合います。

地域での活動・在宅医
　保育園や学校等で学校医、職場の産業医として活動している医師もいます。また、

在宅療養が必要な方には訪問診療をしてくれる医師もいます。

認知症の早期診断と支援
　認知症の早期診断と支援を行うために、介護保険の相談にのったり、必要に応じて

専門医やケアマネージャーとともに、ご本人や家族の生活を支えます。

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎０２４６－８４－５２０５

気軽に相談できるかかり
つけ医を持ちましょう

平日日中の困りごとは、
通院先の病院窓口へ

　医師が安心・安全な医療を提供し、町民の皆さんが適切な医療を受けるためには、
相互信頼に基づいたより良い関係づくりが大切です。かかりつけ医に伝えたいことは
メモをして準備することや、受診後の変化なども伝える努力をしましょう。

突然の重い病気やケガ
などは迷わず☎119

時間外の子どもの急な
病気の相談は☎＃8000

夜間や休日診療は重篤・
急患のためにあります
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薬と健康の週間
毎年、１０月１７日から２３日の１週間は「薬と健康の週間」です。毎年、１０月１７日から２３日の１週間は「薬と健康の週間」です。

＊セルフメディケーションとは
　自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすることです。

＊ジェネリック医薬品とは
　 先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に販売される先発医薬品と同じ有効成分、同じ効能・効果を
持つ医薬品のことです。

□ かかりつけ薬局を持ちましょう。
□ 医薬品は、使用時期・使用量・使用方法を守りましょう。
□ 後発医薬品（ジェネリック医薬品）について正しい知識を
　 持ちましょう。
□ お薬手帳は、１冊にまとめましょう。
□ 一般用医薬品について正しい知識を持ち、セルフメディケーションに努めましょう。

薬を安全に使うために薬を安全に使うために

　福島県立医科大学では、福島県の委託を受け、県民健康調査の一環として「妊産婦に関する調査」を行っ
ています。妊産婦の皆さまのこころや身体の健康状態を把握し、不安の軽減や必要なケアを提供するとと
もに、今後の福島県内の産科、周産期医療の充実へつなげていくことを目的として実施しています。令和
２年度調査対象の方は、下記の方になります。調査へのご協力をお願いいたします。
　なお、過去の調査結果は、福島県立医科大学放射線医学県民健康センターのホームページ「妊産婦に
関する調査」（http://fukushima-mimamori.jp/pregnant-survey/）に掲載しておりますのでご覧く
ださい。

　今使用している医薬品の効能効果、副作用について正しく理解していますか。医薬品は誤った
使い方をすると思わぬ作用が出ることがあります。医師や薬剤師に相談して正しく使いましょう。

対象者：

調査票の配布方法と配布時期：

１

２

【令和２年度調査のご案内】

＜「妊産婦に関する調査」専門問い合わせ先＞

【問い合わせ先】

福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
妊産婦調査専用ダイヤル　☎０２４－５４９－５１８０（平日　９時 ～１７時）
妊産婦調査専門メール　　nimpu@fmu.ac. jp

健康福祉課　国保年金係 ☎０２４６－８４－５２０５

妊産婦に関する調査について妊産婦に関する調査について県民健康調査

① 令和元年８月１日から令和２年７月３１日までに福島県内の市町村から母子健康手帳
を交付された方

【対象者①】

【対象者②】

福島県内５９市町村から得られた対象者情報をもとに、分娩予定日により３回に分け
て調査票を送付（令和２年１１月から翌３月までの間の１１月、１月、３月）

福島県内の産科医療機関の協力のもと該当される方が来院された際に調査票を配布

② 上記期間に福島県外で母子健康手帳を交付された方で、福島県で里帰り出産された方

妊産婦に関する調査について

薬を安全に使うために

毎年、１０月１７日から２３日の１週間は「薬と健康の週間」です。
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双葉町社会福祉協議会

●社協サロン

●地域交流サロン

●健康運動教室

～ １０月　健康運動教室・サロン開催のお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、
事前申し込みが必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター　２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第１、３水曜日
②第１、３木曜日
③第２、４木曜日
　のいずれか 13:30 ～ 14:30

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター２階研修室
（福島市仁井田八ツ割川原 3）

10月20日（火）

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先
郡山市喜久田公民館会議室
（郡山市喜久田町堀之内字下河原 1） 10月26日（月） 10:00 ～ 11:30

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

勿来酒井団地集会所
（いわき市勿来町酒井青柳 14－4） 10月21日（水）

①10:00～11:30
②14:00～15:30
のどちらか

本部事務局
☎ 0246 －84 －6725

　本年１１月に東京都で開催を予定しておりました、双葉中学校昭和４３年度卒業生同級会は、新
型コロナウイルス感染症拡大に伴い、中止とさせていただきます。
　なお、次回（来年度）開催は新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極めながら判断、いわき
市にて開催を予定しております。
　今までとは生活様式が変わり、不自由な生活を強いられておりますが、健康に気を付けてお過ご
しください。

【幹　事】 ☎０９０－１５４７－９１９０ ☎０９０－７０６２－４０８３小林　一美 作本　信一

双葉中学校昭和４３年度卒業生の皆さまへ
（昭和２８年４月２日～昭和２９年４月１日生まれ） 同級会の中止について

　令和２年３月、４月に開催を予定しておりました令和元年度行政区総会・交流会を、新型コロナウ
イルス感染症の影響で延期しておりましたが、未だ収束が見えないため中止とさせていただきます。
　なお、令和元年度行政区総会で役員の改選を予定しておりましたが、次回の行政区総会開催時ま
で役員の任期を延長させていただきますので、ご了承のほどお願いいたします。
　新型コロナウイルス感染症の感染予防、健康に留意されお過ごし願います。

下条行政区長　作本　信一 三字行政区長　伊澤　和夫 山田行政区長　箭内　充

令和元年度　行政区総会・交流会の中止について
～ 下条行政区・三字行政区・山田行政区 ～
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１０月は「不正軽油撲滅強化月間」です
　県では、１０月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、関係団体と協力して、不正軽油の排除に取り
組んでおります。

　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染や不法投棄の問題のほか、公正な市場競争の阻
害、さらには暴力団等の資金源にもつながります。

　軽油に課税される軽油引取税を脱税する目的で、軽油に灯油や重油を混ぜるなどして製造される燃
料、いわゆる「不正軽油」が正常な軽油と偽って販売、使用されている事例があります。

不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆さまのご協力と情報提供が欠かせません。
不正軽油の情報提供につきましては、県庁税務課または最寄りの地方振興局県税部までご連絡
ください。

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

電子メール　zeimu@pref.fukushima.lg.jp
県庁総務部税務課 ☎ ０２４－５２１－７２０５　　ＦＡＸ ０２４－５２１－７９０５

相双地方復興ツーリズム推進委員会（福島県相双地方振興局企画商工部内）

※ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

※画像はイメージです。

☎ ０２４４－２６－１１４２

電子メール　souso.kenzei@pref.fukushima.lg.jp
相双地方振興局県税部 ☎ ０２４４－２６－１１２７　　ＦＡＸ０２４４－２６－１１２８

県からのお知らせ

「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わない」

　令和２年３月１４日（土）、待ちに待った常磐
線全線の運転が再開しました。
　運転再開を記念して、福島県内の常磐線全駅
（２８駅）において、スマホスタンプラリーを実施
します。
　浜通り地方の現在の復興の様子をこの機会に是
非ご覧ください。

※ ラリーについての詳細は、双葉駅旧駅舎にある
パンフレットをご確認ください。

「常磐線全線運転再開記念
　　　スマホスタンプラリー」を開催します！

実施期間

参加方法

令和２年１０月　１日（木）～
令和２年１２月３１日（木）

　ＪＲ常磐線各駅（改札外）に設置
されているＱＲコードをスマート
フォンで読み取り、デジタルスタン
プを取得します。
　スタンプ取得数に応じて、抽選で
賞品をプレゼントいたします。
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福島県交通安全運動「年間スローガン」募集

【申し込み・問い合わせ先】
福島県地球温暖化防止活動推進センター（特定非営利活動法人うつくしまＮＰＯネットワーク）

☎０２４－９４４－００８３

☎０２４－５２１－７１５８（直通）

ＦＡＸ０２４－９５３－６０９３

ＦＡＸ０２４－５２１－７８８７ Ｅメール：koutsuu@pref.fukushima.lg.jp

〒９６３－８８３５　郡山市小原田２－１９－１９
［ E-mail ］uketsuke@fukushima-ondankaboushi .org

地球温暖化防止活動に関心がある方１. 対　　象

令和２年１０月２３日（金）　１３：３０～１６：００（開場　１３：００）２. 日　　時

３０名程度（先着順）７. 定　　員

地球温暖化の現状と対策、そして推進員の活動について
うつくしま地球温暖化防止活動推進員事例発表　等

４. 研修概要

令和２年１０月１６日（金）５. 申込み締切

郡山市中央公民館　第３・４講義室　（郡山市麓山１－８－４）
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、下記内容にご協力ください。
・マスク着用での参加をお願いいたします。
・入室前に検温・手指の消毒をお願いいたします。
・座席の間隔をあけて座っていただきます。

３. 会　　場

無料６. 受　講　料

作品の形態：形式自由
（現在のスローガン：「みんながね　ルール守れば　ほら笑顔」）

応 募 資 格：県内にお住まいの方、または県内に通勤・通学している方

応 募 期 限：令和２年１０月３１日（土）〔当日消印有効〕

入 賞：最優秀賞１点（賞状及び５万円相当の商品券）
優秀賞２点（賞状及び２万円相当の商品券）
佳作５点（賞状及び５千円相当の商品券）

応 募 方 法：郵便はがき、ＦＡＸまたはメールに次の内容を記載して応募
作品（よみがな）、作品の説明（６０字以内）、氏名（ふりがな）、年齢、
職業（勤務先、学校名・学年）、郵便番号、住所、電話番号
※１人何点でも応募可。１回につき１作品まで。自作・未発表のものに限る。
※ホームページに掲載されているチラシから応募用紙をダウンロードできます。

【応募・問い合わせ先】〒９６０－８６７０  福島市杉妻町２－１６ 福島県交通対策協議会（県庁生活交通課内）

「うつくしま地球温暖化防止活動推進員」「うつくしま地球温暖化防止活動推進員」
養成研修会を開催します養成研修会を開催します

　福島県では、地球温暖化の現状や影響、対策等について学習した上で、地域の人たちとともに理解を
深める活動を積極的に行う「うつくしま地球温暖化防止活動推進員」を養成する研修会を開催します。

　福島県交通対策協議会では、令和３年から使用する交通安全運動「年間スローガン」を募集して
います。あなたの交通安全への想いをスローガンにしてみませんか。詳しくは、県庁生活交通課の
ホームページを確認の上、ご応募ください。

「うつくしま地球温暖化防止活動推進員」
養成研修会を開催します
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福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

◇中間貯蔵工事情報センターについて

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

中間貯蔵施設の様子をバスでご覧いただく見学会を月１回実施しています。
１０月は、３０日（金）を予定しています。見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報
センター（☎ 0240－25－8377）までお願いします。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３
（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

◇輸送について

※９月９日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・２０２０年度は、４８８,４６７㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は2,410,110㎥）

◇環境安全委員会について
８月３１日に福島県、双葉町及び大熊町等の委員からなる中間貯蔵施設環境安全委員会（第１８回）が
開催され、工事や輸送の状況等について報告しました。
引き続き安全確保に努めて中間貯蔵施設事業に取り組んでまいります。

消防署からのお知らせ

住宅用火災警報器の維持管理をしましょう！

発生した山火事の多くは「たき火」や「たばこ」
など、人間の不注意によるものがほとんどです。
火の取り扱いには十分注意しましょう。

安全に登山・紅葉狩りを楽しみましょう！

　 ボタンを押すかひもを引くと、ブザー又は
音声が鳴るか確認しましょう。

住宅用火災警報器は古くなると電子部品の劣化や電池切れなどで火災を感知しなくなること
があります。 設置年月を確認し、設置１０年を目安に本体の交換を検討しましょう！　

住宅用火災警報器の点検方法

　 ボタンを押すかひもを引いて作動しない時
は、「電池切れ」か「機器本体の故障」が
考えられます。

みんなで火の用心

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番
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【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）
☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

１０月２２日（木）１３：００ ～ １５：００　お一人２０分程度● 日　時 …

先着５名（要予約）● 定　員 …
１０月２１日（水）● 締　切 …

● 会　場 …広野町公民館　１階　研修室１（双葉郡広野町中央台１－１）

【求職者向け】就職相談
　あなたのサポーターがここにいる！就職活動についての悩みや不安を相談してみませんか？
「話す」ことが、悩みを「離す」ことに繋がります。

※会場において感染症予防対策を講じて開催します
※ご予約は下記までお電話ください

ホームページ 働きたいネット で検索

いわき・まごころ双葉会　大橋　庸一（細谷）令和 2 年 8 月

新双葉駅舎の七夕飾りに、つのる望郷の思い・・・
　突然の東日本大震災・東京電力福島第一原子力発電所の事故発生で穏やかな生活を奪われ、

双葉町の全町民の長期避難生活は１０年の歳月が経過しようとしている。

　帰還への望みは、まだ遠く町民は福島県内外の避難先で、地域にも馴染みながら、それぞれ

が生活再建・自立へ努力してます。

　双葉町の復興への取り組みは、止まることなく、企業立地等も進み、ＪＲ常磐線が全線開通、

新双葉駅の開業と共に復興への歩みは、確実に力強く前進を見るところです。いわき・まごこ

ろ双葉会では、新双葉駅舎の東西自由通路に七夕飾りを展示し、「復興への歩みと元気」を内

外に発信し、多くの共感を得ました。

　遠望すると阿武隈山脈の緑濃き山容は変わりなく佇
たたず

み、かつて双葉町が誇った「日本の水浴

場５５選」の双葉海浜公園は、大津波の爪痕が今も手つかずで、かつての白砂・青松の面影は

無い。とてつもなく牙をむいた大海原はどこまでも青く穏やかに広がり、寄せては返す白波に

しみじみと失われた、時の流れを感じました。

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ 広報紙の発送について広報紙の発送について
　避難先を移動された方は「避難住民届」を提出し
てください。

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１
部送付しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居
するようになった場合など、広報紙の発送に関する
ことは下記までご連絡ください。

※ 移動先の届出がないと、町からの広報紙、各種通
知などの郵便物が届かなくなりますのでご注意くだ
さい。

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４ 【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

避難先を移動された方へ 広報紙の発送について
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全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします



【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

里
謡
・
齢
は
い
く
つ
と　

ひ
孫
に
聞
け
ば

　
　
　
　
　

指
を
ハ
サ
ミ
に　

も
み
じ
の
手

短
歌
・

も
ぎ
た
て
の　

野
菜
届
い
て　

み
ず
み
ず
し

香
り
と
旨
み　

料
理
光
れ
り

川
柳
・
茶
を
供
え　

亡つ

ま夫
と
語
ら
い　

朝
茶
飲
む

俳
句
・
汁
わ
ん
に　

間
引
き
大だ

い

こ

な

根
菜　

夕ゆ
う
げ
ぜ
ん

餉
膳

　
　

・
鵙も

ず

鳴
い
て　

秋
長た

け
な
わ
に　

山
紅も

み

じ葉

寄稿してくださる方には、原稿用紙をお送りします。

詳しくは下記までお問い合わせください。

 ● 掲載号：
 ● 文字数：
 ● 原稿締切：
※顔写真が１枚必要となります。

【問い合わせ先】　
hisyo-koho@town.futaba.fukushima.jp

丑
令和３年１月号

３００字程度　
　 １１月３０日（月）

丑　　 　（ウシ）年生まれの皆さん、広報
ふたばに新年の抱負を掲載しませんか

秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

樫
かしむら

村　瑠
る あ ん

杏 8 月　8 日 勇仁・美帆 浜　野

鎌
か ま だ

田　　怜
れい

　 8 月 11 日 慎也・　彩　 鴻　草

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

根本　仲子 ８８ 8 月　2 日 羽　鳥

福田　　　　 ７９ 8 月　3 日 郡　山

森　　昭五 ９０ 8 月　6 日 長塚二

人のうごき８月分

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の

名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

　

敗
戦
か
ら
七
十
五
年
が
経
過
し
平
和
の
有
難
さ

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
朝
七
時
の
ニ
ュ
ー
ス

で
「
本
日
正
午
に
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
拝
聴
す
る
様
に
と
の
放
送
が

あ
り
ま
し
た
。
当
時
旧
制
中
学
二
年
生
で
夏
休
み

中
で
し
た
の
で
全
て
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
録
音
盤
で
の
放
送
で
雑
音
が
多
い
放
送
で

し
た
が
、「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
」
を
知
り
我

が
国
の
敗
戦
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
長

崎
市
・
広
島
市
」
へ
の
原
爆
投
下
が
あ
り
大
き
な

被
害
を
齎も

た
ら

し
た
の
で
、
当
時
の
総
理
大
臣
は
「
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
」
受
諾
を
決
断
し
陛
下
に
上
申
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

敗
戦
と
な
り
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
の
不
安
解

消
の
た
め
に
、「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
の
内
容
に
つ

い
て
の
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、「
流
言
飛
語
」
に

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
を
送
る
様
に
と
、
繰

り
返
し
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
も
終
わ
り
二
学
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
教
科
書
は
廃
棄
さ
れ
、
Ａ
４
紙
を
ク

リ
ッ
プ
し
た
仮
の
教
科
書
と
な
り
、
連
合
軍
最
高

司
令
官
「
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
」
の

教
育
改
革
で
、
校
長
先
生
や
軍
人
経
験
の
職
員
の

追
放
な
ど
で
、
理
数
科
や
国
語
の
先
生
な
ど
の
優

秀
な
教
員
が
教
壇
を
去
り
残
念
で
し
た
。

　

戦
中
・
戦
後
の
食
糧
不
足
な
ど
で
の
厳
し
い
生

活
や
、教
育
環
境
を
体
験
し
た
も
の
と
し
て
は
「
平

和
へ
の
想
い
」
は
強
く
、
世
界
平
和
確
立
こ
そ
教

育
環
境
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
世
界
経
済
発
展

の
基
礎
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
の
二
大
強
国
の
対
立
が
報
じ
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
解
消
さ
れ
ま
す
よ

う
に
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
２
年
８
月　

古
室　

仁
（
浜
野
）

【
随
想
】 

あ
の
日
は
忘
れ
な
い

（令和２年８月３１日現在） ・福島県内に避難されている方 4,026人
2,790人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

〒974-8212
いわき市東田町二丁目１９－４
双葉町秘書広報課

【送付先】

「双葉の風だより」では全国に避難さ

れている皆さんから寄せられたお便り

の一部を紹介していま

す。文芸作品や随想な

ど、お便りをお待ちし

ています。
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課
☎ ０２４６－８４－５２０２

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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地
元
企
業
と
し
て
復
興
へ
の
貢
献
を

　

こ
の
度
、
㈱
伊
藤
工
務
店
の
関
連
会
社
と
し
て

弊
社
を
設
立
し
、
８
月
１
日
、
中
野
地
区
復
興
産

業
拠
点
内
に
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
原
発

事
故
後
の
双
葉
町
内
で
初
め
て
営
業
を
開
始
し

た
小
売
店
と
な
り
、
従
業
員
一
同
、
故
郷
の
将
来

に
向
か
っ
て
身
が
引
き
締
ま
る
よ
う
な
気
持
ち

で
す
。

　

町
内
で
は
、
復
興
に
向
け
た
各
種
建
設
工
事
、

中
間
貯
蔵
施
設
事
業
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

内
で
家
屋
の
解
体
・
除
染
や
イ
ン
フ
ラ
復
旧
工

事
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
現
場

で
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
土
の
う
袋
・
シ
ー
ト
・

ロ
ー
プ
な
ど
の
資
材
類
、
ス
コ
ッ
プ
・
ス
ケ
ー
ル
・

燃
料
缶
な
ど
の
用
品
類
、
電
動
工
具
と
そ
の
消

耗
品
に
加
え
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
対
策
の
季

節
商
品
等
、
約
千
種
類
以
上
の
商
品
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

双
葉
町
の
復
興
に
寄
り
添
う
店
づ
く
り

　

近
年
、
弊
社
が
扱
っ
て
い
る
よ
う
な
建
設
関
連

資
材
・
用
品
類
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
双
葉
町

内
に
店
を
開
い
た
こ
と
で
、時
間
や
手
間
を
か
け
ず
、

現
場
の
近
く
で
商
品
を
手
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
素
早
く
反
映
さ
せ
た
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
揃
え
る
よ
う
努
め
、
そ
う
し

た
業
態
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
作
業
効
率
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
近
い
将
来
に
期
待
さ
れ
る
住
民
の
帰
還

に
際
し
て
は
、
日
用
品
や
農
業
・
園
芸
用
品
な
ど
、

皆
さ
ま
の
生
活
に
寄
り
添
え
る
よ
う
、
品
揃
え
の

拡
充
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
へ
の
恩
返
し

　

祖
父
が
創
業
し
、
現
在
、
父
が
代
表
を
務
め
て

い
る
㈱
伊
藤
工
務
店
は
、一
昨
年
に
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
時
期
に
東
京
か
ら
戻
っ
て
入

社
後
、
双
葉
町
内
で
除
草
や
道
路
整
備
工
事
業
等

に
携
わ
る
中
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
故
郷
の
姿
に
胸

が
痛
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
を

育
て
て
く
れ
た
故
郷
に
、
再
び
豊
か
な
姿
を
取
り

戻
し
た
い
と
も
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
ま
だ
２
カ
月
で

す
が
、
地
域
の
復
興
と
伴
走
し
な
が
ら
、
進
ん
で

い
け
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
ま
す
。

伊藤物産 株式会社
いとう   たくみ

お気軽にお立ち寄りください

いとうぶっさん

伊　 拓未さん代表取締役

（新山）

〒９７９－１４０１　双葉町大字中野字竹ノ花７
電　話　０２４０（２３）７８０６
ＦＡＸ　０２４０（２３）７８０７
e-mail　i n f o@ i t o - b u s s a n . j p

【営業時間】８：３０～１７：００
【定休日】第２・４土曜日、日曜、祝日
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－ 

編
集
後
記 

－

　

今
月
の
表
紙
は
、
８
月
22
日
に
双
葉
中
学
校
で
行
わ
れ
た
私
物
取
り
出
し
で

再
会
し
た
、
同
級
生
の
３
人
で
す
。
同
日
、
ふ
た
ば
幼
稚
園
と
双
葉
南
・
北

小
で
も
希
望
者
に
よ
る
私
物
取
り
出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懐
か
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
の
は
当
時
の
在
園
・
在
校
生
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、
保
護
者
の

方
と
当
時
の
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
私
物
を
取
り
出
し
て
い
る
方
も
多
く
、
保

護
者
の
方
の
学
生
時
代
の
校
舎
の
様
子
に
興
味
を
持
っ
て
話
し
合
う
家
族
も
い

ま
し
た
。

　

８
月
27
日
に
は
両
竹
地
区
で
、
８
月

30
日
に
は
下
羽
鳥
・
長
塚
地
区
、
上
羽

鳥
地
区
で
野
菜
の
試
験
栽
培
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
天
候

に
恵
ま
れ
、
ほ
場
の
準
備
時
も
含
め
厳

し
い
暑
さ
の
中
で
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
が
、
組
合
の
皆
さ
ん
の
暑
さ
に

も
負
け
ず
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
真

剣
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

28令和２年１０月広報ふたば

８月２９日、試験栽培用のほ場への
作付準備を行った上羽鳥地区農地保
全管理実行組合の皆さんの笑顔です。


